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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
ト
キ
モ
リ
の
凶
刃
に
よ
っ
て
死
に
絶
え
た
筈
の
ヴ
ィ
ル
ゴ
。
そ
ん
な
彼
の
〝
負
の
感
情
〞
を
観
測

し
、
興
味
を
持
っ
た
高
位
生
命
体
に
よ
っ
て
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ヴ
ィ
ル
ゴ
の
Ｉ
Ｆ
ス
ト
ー

リ
ー
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ロ
ロ
ー
グ
　
鈍
色
の
衝
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そ
れ
は
圧
縮
さ
れ
た
時
間
の
中
で
、
呼
び
掛
け
る
。

　
一
人
の
人
間
だ
っ
た
モ
ノ
は
既
に
死
に
絶
え
た
。
が
、
別
の
器
、
融
解
し
た
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
コ
イ
ン

の
残
滓
の
中
で
短
縮
さ
れ
た
電
気
信
号
に
よ
る
複
製
。
あ
る
い
は
、
今
際
に
客
観
が
生
み
出
し
た
別
人

格
。
そ
れ
に
よ
る
思
考
実
験
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
ニ
ク
イ
・
・
・
ニ
ク
イ
・
・
・
グ
オ
オ
ォ
…
…
オ
ォ
…
…

　
─
─
何
が
そ
ん
な
に
も
、
憎
い
ん
だ
い
?

　
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
共
ガ
ニ
ク
イ
ッ
!!
ニ
ン
ゲ
ン
ヲ
道
具
ミ
タ
イ
ニ
、
人
工
生
命
ノ
分
際
デ
ッ
、
オ
レ
ヲ

見
下
シ
ヤ
ガ
ッ
テ
!?
…
…
コ
ロ
ス
コ
ロ
ス
コ
ロ
ス
コ
ロ
ス
コ
ロ
ス
コ
ロ
ス
ッ
!!

　
─
─
ど
う
ど
う
、
そ
う
一
人
で
エ
キ
サ
イ
ト
さ
れ
た
ら
、
折
角
の
対
話
が
続
か
な
い
。
少
し
感
情
を

抑
制
し
て
あ
げ
よ
う
か
。

　
コ
ロ
シ
テ
…
…
オ
レ
ガ
…
…
オ
マ
エ
ハ
ダ
レ
ダ
?

　
─
─
落
ち
着
い
た
か
い
。
で
も
、
質
問
を
す
る
の
は
こ
ち
ら
だ
。
さ
て
、
君
は
『
道
具
み
た
い
に
』
扱

わ
れ
て
怒
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
初
め
か
ら
承
知
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
い
?
自
分

は
捨
て
駒
に
過
ぎ
な
い
モ
ル
モ
ッ
ト
だ
と
知
っ
た
上
で
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
力
を
求
め
、
力
を
制
御
出
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来
ず
に
破
滅
し
た
。
気
づ
い
て
な
い
フ
リ
は
無
駄
だ
。
君
は
ど
こ
ま
で
も
人
間
で
、
可
能
性
を
自
分
を

削
る
こ
と
で
し
か
見
出
だ
せ
な
か
っ
た
。
い
や
は
や
、
涙
を
誘
う
ほ
ど
不
憫
だ
ね
。

　
コ
ロ
シ
テ
ヤ
ル
・
・
・
ナ
ン
ダ
。
殺
意
ガ
、
続
カ
ナ
イ
。
コ
レ
ガ
感
情
ノ
抑
制
カ
。
ソ
ノ
傲
慢
サ
、
ユ

ル
サ
ナ
イ
。

　
─
─
ク
ク
ク
ッ
、
君
っ
て
本
当
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
よ
。
好
き
だ
、
恋
し
て
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
や
は

り
〝
進
化
の
因
子
は
、
我
々
が
捨
て
た
感
情
の
中
に
あ
る
〞
と
い
う
私
の
仮
説
は
正
し
か
っ
た
。

　
シ
ネ
。

　
─
─
い
い
と
も
。
私
の
リ
ソ
ー
ス
を
君
に
あ
げ
よ
う
。

　
ナ
ニ
ヲ
言
ッ
テ
イ
ル
?

海情
報

　
─
─
さ
よ
う
な
ら
、
だ
よ
。
君
は
私
の

か
ら
生
ま
れ
変
わ
る
。
私
の
子
供
と
し
て
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
昇
華
す
る
ん
だ
よ
。
ヴ
ィ
ル
ゴ
・
ニ
ー
ダ
、
愛
し
い
私
の
子
。
君
が
次
に
産
声
を
あ
げ
る
時
、

私
に
名
前
を
つ
け
さ
せ
て
欲
し
い
。

　
ナ
ン
ダ
コ
レ
、
ハ
…
…
熱
ツ
イ
!
ク
ソ
、
存
在
ガ
、
崩
レ
テ
イ
ク
ッ
!?
オ
レ
ニ
ナ
ニ
ヲ
シ
タ
カ
答
エ

ロ
ッ
!!

　
─
─
『
ア
レ
ン
・
ア
ル
タ
ー
』
だ
。
リ
ソ
ー
ス
を
使
え
る
今
の
う
ち
に
、
書
き
込
ん
で
お
こ
う
。
…
…

今
は
お
や
す
み
。
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◆
◇
◆

　『
ハ
ロ
ー
キ
ワ
ム
。
通
信
は
良
好
で
す
か
』

「
…
…
あ
あ
、
よ
く
聞
こ
え
て
る
よ
ア
サ
ギ
。
あ
の
ウ
シ
ュ
ガ
博
士
が
調
整
し
て
く
れ
た
し
な
、
流
石
だ

よ
」

『
で
す
ね
─
─
目
的
地
の
座
標
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
に
補
給
地
点
等
の
情
報
を
マ
ッ
プ
に
加

え
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
後
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
』

「
了
解
」

『
で
は
、
通
信
を
切
り
ま
す
。
次
の
通
信
は
１
４
：
０
０
に
。
私
も
カ
メ
ラ
か
ら
其
方
の
様
子
を
見
て
い

ま
す
が
、
何
か
問
題
が
発
生
し
た
際
に
も
通
信
を
繋
い
で
く
だ
さ
い
。
で
は
─
─
』

「
心
得
た
。
じ
ゃ
あ
ま
た
な
─
─
さ
て
、
行
く
か
ク
ロ
」

「
ア
ン
ッ
!
」

　
ウ
シ
ュ
ガ
博
士
の
改
良
型
フ
ォ
ナ
ー
で
マ
ッ
プ
を
歩
き
な
が
ら
確
認
し
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か

森
は
林
に
変
わ
っ
て
い
た
。
よ
く
観
察
す
れ
ば
、
草
の
踏
み
跡
が
、
疎
ら
だ
か
確
か
に
あ
る
。

「
高
濃
度
の
ソ
ム
ニ
ウ
ム
反
応
、
だ
っ
た
か
…
…
胸
騒
ぎ
が
す
る
な
」
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